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  ネットのニュース記事における見出しの機能 
Yahoo トピックスを用いて               
                             湯浅千映子 
 
【キーワード】新聞 見出し 中心文 非言語的知識 
 
  
 １．本研究の目的 
 
 今日、インターネット配信のニュースが普及し、日本や世界に関する
情報を即時かつ大量に手にすることが可能となった。ネット上のニュー
ス記事を読む際、最初に目にするのは、Yahoo などのポータルサイトの
トップページに現れる「トピックス」の見出しである1。 
 
（１）イノシシ 女性の指食いちぎる（読売新聞2011年１月8日付／神社
で体操中にイノシシ襲撃、７４歳女性重傷） 
（２）月内部、地球と似た核が存在（産経新聞2011年１月9日付／月内部
に地球に似た核＝アポロ観測データを再分析－ＮＡＳＡ） 
（３）高速道で車 4 台が衝突 3 人死亡 
（毎日新聞 2011 年１月 11 日付／＜高速道事故＞４台衝突、死者は３人に 新 
 潟県胎内市） 
 
 主に新聞社が配信するネットニュースの記事には、紙媒体の場合と同
様、「見出し」2がついている。Yahoo などのポータルサイトはその中か
ら話題となるニュースを選び、「トピックス」3として独自の見出しを立
                                                  
1 例は、新聞名、日付、新聞社の付した 25 字前後の見出しの順に示した。  
2 報道記事の「見出し」とは、小宮（2012:218-219）の「新聞の文体」の説明
によれば、「ニュースの表題であり、読者に一目で記事の要点を知らせ、読む
必要があるかのどうかの判断材料を提供する」、「リードや本文から客観的に抽
出された句が多用される」とある。  
3 「トピックス」とは、ニュースをはじめとしたさまざまな話題や情報を、テ
ーマ別にまとめたもので、中でも興味をひく話題として選ばれたものがトップ
ページに掲載される。また Yahoo ニュースのページには、ジャンル別にまと
めた「トピックス」の見出し一覧がある。「国内」「海外」「経済」「エンターテ
インメント」「スポーツ」「コンピュータ」「サイエンス」「地域」といったジャ
ンルに分かれている。1 日あたり約 60～70 の見出しが生産されている。  
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て、新聞社の記事とリンクさせている4。奥村（2010：75）によれば，新
聞社系のニュースサイトの記事の見出しが 25 字から成るのに対し，
Yahoo トピックスの見出しは、人間が一目で知覚できる範囲とされる、
13 字から 15 字で作られるという。読者はその限られた文字数の中で記
事内容を推測し，読み進める。情報を削ぎ落とし、残った要素をつなぎ
合わせて、トピックスの見出しは作られる。ニュースの読者は、これを
復元して読むことで記事本文の内容を把握する。しかし、見出しによっ
ては、その読み取りが困難だと感じる例も少なからず存在する。 
 日本語教育の立場から、新聞の見出しの省略方法や見出し解読の際の
問題点を指摘した論文に野口（2002）がある。野口（2002：123）は、「見
出しの”文法”の基本をしっかりつかんでおけば、（中略）学習者にと
って、本文の内容予測は容易になる」という。そこで、見出しの予測可
能性という観点からネットニュースの見出しの中で 13 字の Yahoo トピ
ックスの見出しを用いて、その形式的特徴を見ていく。さらに見出しの
内容について、その形式面と関連付けながら考察する。 
  
 ２．新聞の見出しに関する先行研究 
 ２．１ 野口（2002） 
 野口（2002）は、本文の内容の予測に役立つ見出しの省略方法のルー
ルと見出しの解読の際の問題点を指摘した。さらに、見出しの省略のル
ールとして、以下の２点を挙げている。 
①表現の工夫による省略  
・助詞の省略 
・名詞止めによる省略（助動詞「される」の省略、「する」動詞の省略） 
・助詞止めによる省略（助詞「に・へ・を・も・か」の後ろの動詞・動詞句
が省かれる） 
・略語・略称 
②記号による省略 
 読点や句点、半角の空白や「・」、「？」や「！」、かぎ括弧など 
 見出しの解読で生じる問題点に、「助詞、動詞の復元」、「連体修飾語」、
「テンス・ムード」、名詞止めでテンスが明らかでない例や現在形で過
去の出来事を表す「劇的現在」のテンスを挙げている。助詞「へ」が末
尾に来る場合、大部分が未来の意であるとしている。 
                                                  
4 本稿では、Yahoo の見出しを扱ったが、別のポータルサイトでも配信元のニ
ュースに独自の見出しを立てている。時事通信 2012 年 7 月 27 日付「ツイッ
ター、大規模障害で謝罪＝サッカー勝利つぶやけず―ロンドン五輪」の場合、
Yahoo トピックスは、「Twitter、大規模障害で謝罪」、ｇｏｏの「注目のニュ
ース」では、「ツイッター障害を謝罪 喜びが…」となっていた。  
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 ２．２ 森山（2009） 
 森山（2009）は、情報の圧縮という観点から，新聞見出しの文法につ
いて、「が・を」の格助詞や主題の「は」の助詞の省略、動詞の省略を
挙げる。また、野口（2002:116）の「劇的現在」について、「動きの概
念を未分化なままで示すことでアスペクトの指定もしていない」（森山
2009：16）とする。さらに、助詞「へ」による未来の表現を「時間経過
も移動として把握」、「一種の場所表現的な比喩」とする。モダリティ
では、引用内部で助詞「を」で終わるものが要求の意の述語の存在を暗
示すると指摘している。 
 
 ２．３ 寺川（1991） 
 寺川（1991）は、見出しの「名詞―動詞」の連体修飾構造の「装定」
と〔名詞―動詞〕の「述定」の配列に注目し、見出しを「Ⅰ 主題的な
一成分」（例「美浜原発事故」）・「Ⅱ 文から述語部をとったもの」（例
「約一時間前に予兆」）・「Ⅲ 文から活用語尾をとったもの」（例「放射
能値が上昇」5）・「Ⅳ 述語が言い切り形をとるもの」（例「解析中に流
出起きる」）・「Ⅴ 述語が続く形をとるもの（例「ショック後ひき」）・「Ⅵ 
有標の伝達のムードを伴うもの」(例「太鼓で願い届け」）と「Ⅶ 装
定（連体修飾）」（例「広がる協力」）の７種に分類している。 
 
 ２．４ 李（2008） 
李（2008:6-7）は、新聞社説の文章構造の解明に見出しを用いて、見
出しの本文における反復の調査によってその解明を試みた。新聞社説の
見出しの機能を佐久間（1994:101）の統括機能の種類による４つの中心
文（「話題文」・「結論文」・「概要文」・「その他」）を参考に、「主張表明」
（例「知的財産計画 政府も攻めの姿勢を示せ」）・「話題提示」（例「『米
中』と日本のいま」）と、「主張表明」にも「話題提示」にもなり得る「そ
の他」の３つに分けている。 
 
３．分析データと分析の観点 
 
 本稿で扱うデータは、2011 年１月 7 日から 14 日の「Yahoo トピック
ス」の見出し８日間分である6。全部で 408 例7あった。 
                                                  
5寺川は、「独統一チーム初参加へ」といった助詞止めの見出しも取り上げ、名
詞の述語性を認め、「Ⅲ 文から活用語尾をとったもの」に含めている。  
6 先行研究が分析対象とした全国紙を中心に読売新聞・毎日新聞・産経新聞・
時事通信・共同通信・ロイター通信・神奈川新聞（カナロコ）の記事を用いた。
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 Yahoo トピックスの見出しは、主部と述部から成る。前出の（１）「イ
ノシシ 女性の指食いちぎる」の場合、「イノシシ」が主部で、それに接
続する助詞は省略され、「食いちぎる」が述部になる。主語が先行して
話題提示がなされ、助詞や半角分の空白や読点を挟み、述部にそのニュ
ースの動向が示されている。（２）、（３）は、新聞記事が伝えるべき「５
Ｗ１Ｈ」の「どこ」の情報が「月内部」、「高速道で」とまず示され、後
に主部、述部が続く。（３）では、「４台衝突」（経過）、「３人死亡」（結
果）と見出し内に連続して起こった２つの事態が盛り込まれている8。 
 ネット上のニュースの見出しは、従来の紙媒体の新聞の見出しとは異
なる役割を担うことが想像される。先行研究が論じたのは、いずれも紙
媒体の新聞の見出しについてであった。これらの指摘は、Yahoo トピッ
クスの見出しでも同様に当てはまるのだろうか。本稿では、Yahoo トピ
ックスの見出しの形式のバリエーションを整理し、その出現傾向を見る。
その際、寺川（1991）の「装定」や「述定」などの配列による分類を参
考にし、述部を中心とした見出しの分類を行う。さらに李（2008）の新
聞社説における見出しの機能の分析をふまえ、本稿の分析で扱う報道記
事を中心とした Yahoo トピックスの見出しは、どんな内容を有するのか、
記事本文と対応させつつ見ていく。 
 
 ４．Yahoo トピックスの見出しの形式的分類 
 
 トピックスの見出しの語末、句末の述部の形式の上から分類したとこ
ろ、「Ⅰ 述部あり」と「Ⅱ 述部なし」に二分できた9。  
 
 
 
 
 
                                                                                                                                                  
雑誌やスポーツ紙を配信元とするものは除いている。  
7 先行研究が分析対象とした全国紙を中心に読売新聞・毎日新聞・産経新聞・
時事通信・共同通信・ロイター通信・神奈川新聞（カナロコ）の記事を用いた。
雑誌やスポーツ紙を配信元とするものは除いている。  
8 「滝川二が初優勝  高校サッカー」のような主題が述部よりも後に来る例、
「大物デザイナーら脱税疑惑  伊」のような事件の場所が後になる例もある。  
9 Ⅰの「用言の終止形」には、打消しの助動詞「ず」で終わる例も含む。また
取材対象の人物の声をかぎ括弧で引用したもの（例 16「ア杯 本田圭『攻撃的
に行く』」）も入れた。Ⅲの名詞で終わる例の中には、例 22「斎藤の自主トレ
開始に 2500 人」などの数値で終わるものもある。  
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 寺川（1991:116）は、新聞の全紙面の見出しを前述の 7 種のタイプに
分け、その数量的傾向を出している。それによれば、「Ⅲ 文から活用 
語尾をとったもの」、「Ⅱ 文から述語部をとったもの」、「Ⅰ 主題的な 
一成分」、「Ⅳ 述語が言い切り形をとるもの」のタイプの順で多いとい
う。これは、表１のトピックスの見出しの結果でも、「Ⅰｂ」の漢語の
み、「Ⅱａ」の名詞のみの順に多く、紙媒体の場合と共通する。 
 ３番目に多いのが「Ⅰｃ」の漢語に助詞を付した例である。これは、
野口（2002:102）の「助詞止めによる省略」に相当し、「へ」の後ろに
は、移動や経過を表す動詞が省略されているという。（８）「収録中男児
骨折の番組 放送へ」は、放送される方向に予定が向かっているという
未来の出来事を示す。読売新聞の記事本文では、「予定通り２６日に放
送されることがわかった」と、未来の決定事項として示されていた。助
詞止めの中では、「へ」によるものが 49 例中、44 例と突出している。 
 Ⅱの「述部なし」は、野口（2002:100）でも「動詞の省略」の例とし
て、する動詞とは別の動詞が省略される例を挙げている。（18）「上海に
中国初カプセルホテル」の場合、産経新聞での見出しは「上海にカプセ
ルホテル誕生」であり、その記事本文の冒頭の一文には、「上海で中国
初という『カプセルホテル』が登場し、」とあった。動詞の部分の「誕
生」や「登場する」がなくとも、ホテルができたという事態が読み取れ
る。トピックスの作り手が「中国初」の部分に読者の注目を集めようと、
自明の「誕生」や「登場する」という表現を省いたものと思われる。 
 一方で、野口（2002:110）は、「女性の側から三行半（を突きつける）」
の例を挙げ、「する」・「なる」動詞以外の動詞の復元には、高度の連語
の知識が求められるとする。（19）「カメラ付き携帯が逮捕に威力」は、
記事本文に「（携帯が）首都の治安向上に威力を発揮しそうだ。」とあり、
「威力」の後に補うべき動詞は、この「発揮する」に限られる。（20）「ま
た閉館 シネセゾン渋谷が幕」の場合も、記事本文に「ミニシアターが
相次いで幕を下ろすことになる。」とあり、「幕を下ろす」の連語を思い
つかなければ、理解は難しいものとなる。    
 このようにⅡの「述部なし」の見出しは、述部の欠けた部分に想定さ
れる動詞や助詞を読者自身が補って記事本文を予測せねばならず、Ⅰの
「述部あり」よりも読者に委ねる部分が大きくなるだろう。 
 
 ５  Yahoo トピックスの見出しの機能 
 ５．１ 中心文と見出しの機能 
 
 佐久間（1988：595）の「段落」の項の「見出し」の説明では、段落
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指導の一つとして「小見出し」を付ける方法について述べ、「段落の中
心文を見つけて、それを短く言い換える方法もある」とする。これは、
中心文の内容が見出し候補となるということであろう。佐久間（1994：
101）では、その中心文を統括機能の種類によって「話題文」・「結論文」・
「概要文」と「その他」の４つに分類する。李（2008:66）は、この分
類を参考に新聞社説の見出しの機能を「主張表明」（取り上げた事柄に
対しての書き手の意見が明確に出ているもの）・「話題提示」（書き手の
意見が明確に出ておらず、これから述べる事柄に対する事実）・「その他」
の３つに分け、分析している。 
 以上をふまえ、本稿の報道記事を中心とする Yahoo トピックスの見出
しの機能について見たところ、記事本文の「概要文」から作られた見出
しと、記事本文の「話題文」から作られた見出しの２つに分けることが
できた。佐久間（1994：101-104）は、「概要文」を「その文章や段で述
べる内容全体の要約や引用の文」、「話題文」を「その段で主に取り上げ
る事実や問題について述べる文」と規定する。さらに、「概要文」には、
<概略要約>と<主題引用>の文章展開機能があり、「話題文」には、<話題
提示>・<課題導入>・<情報出典>・<場面設定>・<意図提示>の文章展開
機能があるとする。本稿では、「概要文由来の見出し」と「話題文由来
の見出し」と呼び、以下に分析する。  
 
 ５．２ 概要文由来の見出し 
 
 再掲（５）独で日本の古写真 1 千点発見 
Ⅰ①幕末から昭和初期の日本の風物を写した１０００点超に及ぶ古写真が、
ドイツのボン大学で見つかった。Ⅱ②これほど大量の日本の古写真が海外で
確認されるのは極めて珍しい。Ⅲ③日本文化研究者のフリードリヒ・トラウ
ツ（１８７７〜１９５２年）が収集した日本関連の書籍や文献などの資料群
から、馬場章・東京大教授（歴史情報論）が発見した。④今後、日の研究者
で撮影の具体的時期や場所の特定が進めば、往時の日本の姿がどう海外に伝
わったかを知る、貴重な資料になりそうだ。（以下略） 
   幕末から昭和、１千点超す写真発見…ボン大学 (11/01/08 読売) 
 記事冒頭の段に見られる中心文、そして新聞記事全体の主題文は文①
である。記事全体を要約したこの文を用いて見出しが作られている。文
①「見つかった」が読売新聞社の見出しとトピックスの見出しでは、「発
見」となっており、記事本文と見出しとの間で言い換えが起きている。 
 
 再掲（22）斎藤の自主トレ開始に 2500 人  
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Ⅰ①日本ハムの新人合同自主トレが１２日、２軍施設の鎌ケ谷スタジアム（千
葉県鎌ケ谷市）で始まり、ドラフト１位指名の斎藤佑樹投手（２２）＝早大＝
がプロとして本格始動した。 
Ⅱ①無料開放された内野スタンドや、外野フェンスの外側には２５００人近い
ファンが詰めかけ、ランニングや柔軟体操などに汗を流す斎藤の一挙手一投足
に注目。②「斎藤君」「佑ちゃん」といった声援も飛んだ。 
日ハム・斎藤が始動 新人合同自主トレにファン２５００人殺到 
（11/01/12 産経）
 この記事は、自主トレを始めたこととファンが集まったことの２つの
事態をニュースとして取り上げており、中心文がⅠ①とⅡ①の２つ存在
する。この記事の主題文は、記事冒頭に位置することから、Ⅰ①の「プ
ロとして本格始動した」の方であろう。トピックスの見出しでは、２つ
の中心文の内容を全角 13 文字内に収め、斉藤選手が自主トレを始める
にあたり、2500 人のファンが詰めかけたことも読者に示している。 
 さて、このトピックスの見出しだけでは、2500 人が「誰」なのか、2500
人が「何」をしたのかがわからない。記事本文では、Ⅱ①「2500 人近い
ファンが詰めかけ」とあり、産経新聞の見出しには、「ファン 2500 人殺
到」とある。記事本文「詰めかける」から新聞社の見出しで「殺到」と、
サ変動詞になれる２字漢語で言い換えている。トピックスの「2500 人」
の後に「詰め掛けた」や「殺到」の表現が隠されている。  
 それでも、このトピックスの見出しだけでは、記事内容を正確に把握
することは困難を伴う。斉藤選手の人気ぶりや野球選手のトレーニング
が一般に公開されているといった事実をまず知っておかなくてはなら
ない。野口（2002：109）でも、見出しの解読には、表面に現れた文字
記号を解釈しても真の理解とならない場合があり、「真の理解には、言
語的知識に加え、情報、一般常識や背景となる社会的・文化的知識など
の非言語的知識も必要とされる」とある。見出しの読み取りには、連語
の意味といった、言語知識のみならず、読者の既有の知識では判断のつ
かないことを求める場合も出てくるのである。 
 スポーツ報知 11 年１月 11 日付の記事で「66 歳、100 日連続フルマラ
ソン」というトピックスの見出しがあった。新聞社の 25 字前後の見出
しは、「66 歳市民ランナー、100 日連続フルマラソン完走」とあり、主
部に「市民ランナー」、述部に「完走」の２字漢語が存在するが、トピ
ックスの見出しでは、主部の 66 歳が「誰」かわからず、また、述部も
明らかではないため、フルマラソンを応援したのか走ったのかもわから
ない。常識や経験を鑑みつつ、想像力を動員してようやく「66 歳のマラ
ソン選手がフルマラソンを走った」という理解が可能となるのである。 
– 20 –
21
A
A
-1
6
 
 ５．３ 話題文由来の見出し 
 
 寺川（1991:113）は、「Ⅰ 主題的な一成分」という見出しのタイプ
をあげていたが、トピックスの見出しでも見出し全体が記事の話題表示
としての機能しか持たず、記事の要点や全容は、13 字の見出しをクリッ
クして記事本文を開いてみて初めてわかるという例があった。トピック
スの見出し全 408 例中、９例が「話題文の見出し」であり、残る 399 例
が「概要文の見出し」であった。「話題文の見出し」は、少数である。
これは、トップページから記事本文へ読者のクリックを誘うという、従
来の紙媒体にはない新たな機能が備わったことにより生じたパターン
と言えるかもしれない。 
 
 （28）サッカー速報 高校日本一は 
（毎日 11 年１月 10 日付 滝川二初Ｖへ！香川が決める／高校サッカー） 
 （29）京都市長 なぜいつも着物?10 
（毎日 11 年 1 月 13 日付 京都市 市長はなぜ着物？…エコで着こなし自在） 
 （30）目黒夫婦殺傷 犯人の行動の謎 
（産経 11 年１月 14 日付 目黒の夫婦殺傷 浮かび上がる謎） 
 
 （28）「サッカー速報 高校日本一は」の見出しに対し、新聞社による
見出しには、滝川第二高校が初優勝したという結果が示されている。試
合結果をまだ知りたくない読者に配慮して、Yahoo のトップページの段
階では結果を明かさず、話題の表示のみとなっている。 
 佐久間（1994：101）は、「話題文」の<話題提示）や「概要文」の<概
略要約>といった中心文の文章展開機能について、「いずれも形態的特徴
                                                  
10 野口（2002：104）の分類でも見出しの記号の特殊用法が指摘された。「？」
について、Yahoo トピックスの見出しでは、疑問の意をもたず、確定した事実
を示すニュースで読み手の驚きを代弁し、強調する例もあった。例えば、「藤
田嗣治作品にシッカロール?」（11 年１月 13 日読売「藤田嗣治、あの乳白色は
ベビーパウダー」）の見出しの場合、記事本文には、「優美な裸婦などを描き、
乳白色の絵肌で知られる画家・藤田嗣治 (ふじたつぐはる )（１８８６～１９６
８）が、戦時中の作品で日本製のベビーパウダー「シッカロール」を画材に用
いていたことが分かった。」とあり、シッカロールを用いたのは確定した事実
である。その事実に驚きの意味をこめて「？」が使われている。こうした肯定
の意を強めるために「？」を表示する例は、全 408 例中４例であった。  
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を持つ文型として認定しうるものである」とする。（28）は、「は」の取
りたて助詞で終わり、話題のみを示す例である。また（29）は、「なぜ」
と疑問で問いかける〈課題導入〉の内容を有している。（30）も「謎」
という抽象的な名詞が見出しの句末にあり、これが記事内に書かれた内
容を総括している。これらは、前述の表１のⅡの述部のない例に属する。 
しかし、この場合、前述の概要文の見出しとは異なり、述部の用言の
内容が欠けているとは言えない。用言を補って記事本文を想定すること
は不可能と言える。 
 最後に、連体修飾節の「装定」の例で、見出し内部に用言のある話題
文由来の見出しについて取り上げる。 
 
（31）野良ネコ殺処分 減らない理由 
Ⅰ①捕獲されて殺処分される野良イヌが激減する一方、殺処分される野良ネ
コはそれほど減っていないことが７日、国の調査で分かった。②ネコがイヌ
より多産で飼い主に捨てられやすいうえ、都市化が進んだ街では野良イヌと
いう“天敵”が姿を消してネコにはすみやすい環境に。③しかも公園では「か
わいい」とみなされ餌付けされて増殖しているのが原因という。④こうした
傾向は特に都市部で著しく、大阪市は官民連携で野良ネコの引き受け先を探
す全国でも珍しい「市民サポーター」の募集に乗り出す。（以下略） 
野良ネコ天国 イヌより捨てられやすく、餌付けで増殖も（11/01/07 産経）
 産経新聞の見出しには、「野良猫天国」という比喩的な表現で野良猫
が多いことを示し、野良猫が減らない具体的な理由（捨てられやすい、
餌付けで増殖する）に言及しているが、トピックスの見出しでは、野良
猫の殺処分が減らないという事実を述べ、その理由の存在のみを示して
おり、理由そのものについては、記事本文を読むことで明かされる形と
なっている。これは、（22）の場合と同様、文①の殺処分される猫が減
っていないという調査の結果も中心文であるが、文②以降で示されるそ
の理由や原因について述べた文②、文③も中心文となり、主題文を１つ
に定めるのが難しい。中心文が散在する例である。よってこれらの中心
文を総括して「減らない理由」という見出しを立てたものと思われる。 
 
 ６．まとめと今後の課題 
 本稿は、Yahoo トピックスの 13 字の見出しについて、その形式的特徴
と出現傾向を新聞社による見出しや記事本文との比較の中で見ていっ
た。13 字～15 字の情報から記事全文の内容を把握する際、２字漢語に
「する」の活用語尾を補うだけで理解がたやすい場合と、述部全体が省
略されており、それを想像力や自身が有する常識に照らし合わせて内容
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を補うことで理解できる場合があった。同じ見出しを予測するにも、見
出しの形態によって難しさに差があることがうかがえる。  
 また、見出しと記事本文の中心文や主題文とを対応させることで見え
てきた見出しの機能についても、例えば、述部がないものの中で、取り
たて助詞の「は」で終わるものは、話題だけを示す「話題文由来の見出
し」となるなど、形態に裏付けられる特徴が見られた。 
 ネットでニュースを得ることが一般化しつつある昨今，多くの情報に
素早くアクセスできる見出しのニーズは、今後ますます高まるであろう。
ネットニュースの見出しを読むことそれ自体が、見出しの予測に必要な
「非言語的知識」を獲得し、常識を深める機会にもなり得る。 
 今後は、新聞社のネット配信の見出しと紙媒体の新聞の見出しとのち
がいや見出しの語句と記事本文内の語句のとの対応、記事本文全体の構
造から見た中心文の位置と見出しとの関連など、考察を続けていきたい。 
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